【安全教育の実践事例（甲教協安全指導部会の実践研究より）】
１　はじめに
　この実践は甲府市教育協議会安全指導部会での実践である。「安全教育の今日的課題～子どもの安全を考える～」をテーマに，６年間研究を継続してきた。大人が子どもに教え，守ってあげる安全教育から，子ども自身が危険を予測し，その対処法を考えていく安全教育をめざしてきた。
　本部会では安全マップの作成を通し，自分の住む地域の危険な場所を地域の方と一緒に考えたり，警察の方を招いて，様々な状況での「不審者」に会った時の対応を，グループ別に考えることなどをしてきた。今年度はこれまでの研究を生かし，「交通安全」「防犯」「防災」の３つの観点から，地域の方の協力を得ながら，子どもが自分で考える安全教育を羽黒小学校の4年生を対象に行った。
２　題材名　「安全を考えよう　～わたしたちの羽黒安全プラン～」
３　目標
・「羽黒安全プラン」作りを通して，自分の地域を知り，地域の方と関わりながら，安全に関心を持つ。
・「交通安全」「防犯」「防災」のそれぞれの観点から，自分の住む地域を見つめ，危機回避能力を養う。
４　羽黒地区の安全上の特徴と本校の様子
　
羽黒地区は，甲府市の北西部に位置し，東から北にかけて湯村山や羽黒山に囲まれた地区である。西側には荒川があり，南には幹線道路である県道６号甲府韮崎線がある。厄除地蔵尊祭で有名な塩澤寺や湯村温泉街があり，県内外からの観光客が多い。農地も点在するが，地区の大半は住宅地で，特に北西部には新しい住宅が多く，人の出入りが激しい。
安全面からの地区の特徴をとらえると，路線バスの通る通称「バス通り」を境に，北側は坂の多い斜面で，住宅地が作られている。南側は細く曲がりくねった道が入り組んでいる。両側ともに見通しが悪い上，学区内に信号はほとんどなく，歩道が整備されている場所も少ない。そのため，自転車の飛び出し事故が多く発生してきた。
また，この地区の細い道が複雑に入り組んでいる状況は，交通安全の観点からだけでなく，防犯の観点からも不安がある。それは見通しの悪さから「不審者」に遭遇した時に人目につきにくいというものである。
さらに防災の観点からは，北部から東部にかけての山は，大雨の時に土砂災害の危険がある。実際に，大雨の時，側溝の水が勢いよく溢れ，道路と見分けがつかなくなるということや，東日本大震災の時には，小規模であるが，土砂崩れが発生したこともあった。
このような地区にある本校は，全校児童４６４名の中規模の小学校である。学校では日常の登下校における安全指導の他に，年５回の安全集会(避難訓練)を実施している。東日本大震災時は，すでに子どもは下校したあとであったが，震災を契機に地震・災害発生時の下校・引き渡しの方法を再検討し，マニュアル化してきた。
総合学習にも安全教育はとりいれられている。「羽黒安全マップをつくろう」(3年生)という学習では，社会科の学習の学区探検などで地域について知る機会がふえた3年生が，地域の危険な箇所や「子ども１１０番の家」を調べる活動をしている。
またPTAにはPTA安全委員会という組織があり，熱心な活動をしている。引き渡し訓練の後，保護者が子どもと一緒に下校する。その時，気がついた危険箇所をアンケートに書いてもらい，それを元にしながら，安全マップを作成している。この安全マップは各家庭や各学級に配布していており，毎年更新されている。
５　活動の重点
この学習をすすめるにあたって，以下の３点に活動の重点をおいた。
（１）「交通安全」「防犯」「防災」の３つの観点から，子どもが自分たちの選んだ場所の危険の予測し，その予防法・対処法を考えることで，子どもが自分の安全を考える活動にする。（「羽黒安全プラン」の作成）
（２）PTAの作成した安全マップを活用したり，子どもの考えた「羽黒安全プラン」をより確かなものにするための助言を，PTAや地域の方にしていただいたりすることで，自分の住む地域をよりよく知るきっかけとなる活動にする。
（３）自分たちの考えた「羽黒安全プラン」をよりわかりやすい方法で友だちに伝えるための表現方法を工夫する活動にする。
６　活動計画（全６時間）
第一次　オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
第二次　「羽黒安全プラン」の計画を立てよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
第三次　自分の選んだ場所の「羽黒安全プラン」をグループで考えよう　　　　　　②
第四次　自分たちのグループの「羽黒安全プラン」を表現しよう　　　　　　　　　①
第五次　「羽黒安全プラン」発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
７　活動の実際
第1次 　オリエンテーション
　３年生の総合学習で調べた羽黒地区の危険個所を思い出し，３年生の時に作った安全マップとPTAの作成の安全マップと比較した。この一年で自分や友だちが経験した危険なことに触れ，３年生の時の自分が調べたことと実際に起こった危険な事件や事故との共通点や相違点を探った。
第二次「羽黒安全プラン」の計画を立てよう
　「交通安全」「防犯」「防災」の３つの観点から，実際で起こった事例（事件・事故）を３件紹介し，どのような場所でどのような危険が起こったかを具体的に考えた。これらの事例と同じような危険が考えられる場所を安全マップから考え，８つのグループを作った。
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　子どもは「交通安全」「防犯」「防災」の3つの観点から，羽黒地区を見つめ直し，自分の関心や生活経験の中で危険と思われる場所を話し合い，以下のようなグループに分かれた。
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活動を進める中で，自分のグループ以外にもどのような危険があるかをクラスで共有するために，教室を出た廊下に模造紙２枚分の大型の安全マップを掲示した。このマップには子どもや教員が撮ってきた写真を貼り付けたり，サインペンで書き込みをしたり，学習の際の手がかりとした。
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第三次　自分の選んだ場所の「羽黒安全プラン」をグループで考えよう　　
前時に選んだ場所で予想される危険や対処法（「羽黒安全プラン」）を考えた。前半は予想される危険を具体化した「物語」を作り，子どもだけで対処法を話し合った。後半は，ゲストティーチャーにも参加してもらい，アドバイスをいただき，自分たちの「羽黒安全プラン」を確かめたり，修正したりした。
（１）協力していただいたゲストティーチャー
　　・甲府警察署生活安全課　１名・・・防犯
　　・PTA安全委員会　　　  ５名・・・交通安全，防犯，防災　　　　　
・羽黒地区ふれあいパトロール（山宮地区自治会）　２名・・・防犯
（２）子どもの作成した「羽黒安全プラン」の変容とゲストティーチャーの助言（一部）
４班　「湯村団地のそば」（防犯）　　　　　　　　　　GT：ふれあいパトロール
	観点
	　防犯

	選んだ場所
	　湯村団地　　　安全マップの⑭

	選んだ理由
	「不審者」は細く狭い道だけでなく，車の止める場所にも出る。同じような場所が自分たちの住む地域にあるから。

	作成した「物語」（概要）

	ある日，塾から帰ってきた二人の女の子が湯村団地の前を通りました。そうしたら，湯村団地の駐車場に止まっていた車から，黒い服を着た人が二人の方に歩いてきました。そしてこう言いました。「ねえ，ねえ。君たちちょっと聞きたいことがあるんだ。」そして二人は「何ですか。」と言いました。そうしたら，「薬屋さんがどこかわかるかな。」と言いました。二人は「時間がないのですみません。」と言いましたが，その男の人は「いいじゃん。教えて。」と言ってきました。二人は「助けて！」と叫んで，こわくなって逃げてしまいましたが，一人の女の子は連れて行かれてしまいまし
た。


	　　　　　「物語」のような危険を避けるための方法（羽黒安全プラン）

	最初

	○塾や学校の帰りには必ずカバンに防犯ブザーをつけておく。
○知らない人に声をかけられても話さない。
○人通りの少ないところは通らない。
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	GTの助言

	　
○本当に困っている人なのかどうか，相手の態度をしっかり見ること。
○無視するのは，相手を怒らせることもあってかえって危険なこともある。
○「子ども１１０番の家」に逃げ込む。
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	安全発表会で発表した内容
	○塾の帰りや学校に帰りには必ず防犯ブザーをつけておく。自分の家の近くの「子ども１１０番の家」を知っておく。
○知らない人が声をかけてきたら，まずは相手の様子をよく見る。
○連れて行かれそうになったら，逃げたり，大きな声を出したりする。


５班　「水道みちの五叉路」（交通安全）　　　　　　　　　GT：PTA安全委員会
	観点
	　交通安全

	選んだ場所
	　水道みちの五叉路　　　安全マップの　⑤

	選んだ理由

	毎日登下校で通っていて，水道みちの五叉路はよくわかっている。かべがあって横から来る人からは，右から来る私たちの登校班のような人がわからない。

	作成した「物語」
（概要）

	４月４日に太郎さんと次郎さんと五郎さんは羽黒小学校で待ち合わせをしました。羽黒小に行くには信号も横断歩道もない水道みちの五叉路を通らないといけません。午後１時に待ち合わせをしていました。だけど太郎さんは午後1時に家を出ました。
待ち合わせの時間を過ぎていたので自転車に乗ってすごいスピードで羽黒小に向かいました。五叉路も車が来ていなそうなので急いで渡りました。車の音がしたので急いでブレーキをかけましたが，間に合いませんでした。


	　　　　　　　　物語のような危険を避けるための方法(「羽黒安全プラン」)

	最初

	○東栄(自治会名)の方から来る車と，北西中の方から来る人はわからないから，止まって左右やカーブミラーを見てから渡る。
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	GTの助言
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○最近は音の小さい車も多いので，音だけで判断しないで目で確認しよう。
○早めに家を出ることも大切。スピードを出さないで。
○ちゃんとブレーキがきくか，暗い道を通るときにランプはつくかなどの自転車の点検もきちんとしよう


	安全発表会で発表した内容

	○自分の自転車の点検をして，ちゃんと止まるかを確認する。五叉路を通るときはしっかり止まって，左右を確認しよう。
○最近は音の小さい車も多い。音だけでだいじょうぶと思わないで，目でしっかり見てから渡ろう。


　　７班　「大宮神社で遊んでいたら」（防災）　　　　　　　　GT：PTA安全委員会
	観点
	　防災

	選んだ場所
	　大宮神社　　　安全マップの①

	選んだ理由

	地震があると，いろいろな物が倒れてくる。自分たちがよく放課後に遊ぶ場所で倒れそうなものが多い場所を考えたら，大宮神社だったから。

	作成した「物語」（概要）

	放課後の４時頃，こういちさんとりゅうまさんとゆうきさんは大宮神社でかくれんぼをしていました。いきなり大きな地震があって３人は急いで大宮神社の公園の真ん中に集まりました。少し揺れがおさまると家に帰りたくなりました。家に行くまではブロック塀で囲まれた道を通らなければいけません。大宮神社の中にも丸太があります。こういちさんは家が心配なので家に向かって帰り始めました。りゅうまさんとゆうきさんは救助をその場で待ちました。こういちさんが家に向かっていくと，また大きな余震がきて，次々とブロック塀が倒れてきました。


	　　　　　　　物語のような危険を避けるための方法「(羽黒安全プラン)」

	最初

	○地震が起こったら，危なくない広い場所に逃げ，その場で待機する。
○学校の帰りも遊びに行くときも，一人で行動することはしないようにする。

	GTの助言

	○どこに遊びに行くにしても，行く場所・遊ぶ場所をしっかり親に伝えておく。
○石像や鳥居など他にも倒れる物がある。倒れそうな物から離れる。
○不安になってもむやみに動かない方がいい。防災放送が流れる場合もあるのでよく聞く。
○遊ぶ中に小さい子がいたら，安全な場所に誘導したり，励ましたりす　
ることもしよう。
○大雨などの時も気をつけよう

	安全発表会で発表した内容
	○地震が起こることに備えて，日頃から親に行き先を必ず知らせよう。遊ぶ場所の中で危なそうな物を確認しよう。
○広い場に移動して，地震がおさまるのを待とう。
○大きい地震だとすぐに家に帰りたくなるが，余震もあるので，その場で待機して，救助を待とう。「防災甲府」などの放送も聞こう。

	
	


第四次　自分たちのグループの「羽黒安全プラン」を表現しよう
　前時で考えた「羽黒安全プラン」の発表に向け，掲示物の作成や発表の練習をした。どのグループも様々な方法で表現を工夫していた。考えられる対応をクイズにしたグループ，紙芝居や工作で表現したグループ，不審者への対応を劇にしたグループなどがあった。自分たちのグループの「羽黒安全プラン」が友だちにわかりやすく伝わるように，セリフを考えたり，そこで使う用具を作ったりした。
第五次　「羽黒安全プラン」発表会
　自分たちの「羽黒安全プラン」を，クラスの友だちに発表し，羽黒地区の危険個所とその対処法について考えた。また，「羽黒安全プラン」と同じような場所があるかを安全マップで確認した。最後に学習をふりかえり，この学習の前後の自分の学びを確かめた。
「羽黒安全プラン」発表会の様子
　
。



８　子どもの感想　～ワークシートの記述から～
（交通安全に関して）
・この学習をする前は車は止まってくれると思っていたけど，自分も気をつけなきゃいけないいんだと思いました。
・交通安全を守るという事を気にしていなかったけど，この勉強をして，「自分の身を守る」という事がわかりました。
・前はどこが安全かそういうのを知らずにとおっていたとこがあぶないところだと気が付きました。
・ぼくは今まで交通安全とかはスピードを出さなければ，事故はないと思いましたが，左右もちゃんと確認して，自転車のブレーキも肝心な時につかえるようにチェックするようにしたいです。
（防犯に関して）
・他の班の発表を聞いて，こういうことをすればいいんだなという事がわかりました。
・防犯ブザーなどをつけて登下校しようと思いました。
・おうちの人と勉強したのと同じような場所があるか探しにしいったら，結構あってびっくりしました。
・「知らない人」には話しかけないでいようと思ったけど，ゲストティーチャーに「ちょっと失礼」と言われたので，相手の態度をよくみようとしようと思いました。
（防災に関して）
・発表会の前には地震が起きても「へんなの」と思っていたのに，発表会が終わったら，地震はいつ起こるか分からず，どんなふうになるか分かったので怖くなりました。
・大雨がふってどしゃくずれがあるなんておもっていませんでした。
・
９　成果と課題
(１)成果
　○自分たちで危険な場所を選び，そこでどのような危険が想定されるか考える。その対応をゲストティーチャーと話し合い，表現方法を工夫しながら，友だちに伝える。このような活動の構成は，思考と表現のつながりを重視する構成であった。
○８名ものゲストティーチャーを招き，グループにつき一人ずつ配置することで，子どもも話しやすかった。大宮神社を扱ったグループの内容を聞く中で，ゲストティーチャーが水路にふたがないことを知り，「すぐになんとかしなければ」とおっしゃった。他のゲストティーチャーも「子どもがここまで考えてるんだから，大人が動かなきゃ」とおっしゃっていた。この活動を通して，地域の大人の意識を変えていくきっかけになった。
○「物語」を作って危険のイメージを具体化したことはよかった。物語を作るためには，時間や場所，服装や方向など様々な条件をイメージしなければならない。そして登場人物がどのような判断をし，対応をとったのかを考えることは，危険を予測する力や危機回避能力を高めることにつながっていった。
○ただ危険な場所を調べるだけでは，自分の住む地域を愛する感情は育まれない。子どもがゲストティーチャーと共に，一緒に考えて行く中で，自分の住む地域に多くの人が住み，自分たちの安全を守もってきたことを知った。自分たちもこの羽黒地区をよりよくするためにはどうしたらよいかを考えたいという子どもがでてきた。今回の活動が子どもが自分も地域の一員であることを知るきっかけになった。
○PTAが作った安全マップを子どもが学習を通して，更新することができた。この安全マップを通して，保護者は子どもからみた危険を知り，子どもは大人が伝えたい危険を知ることができた。本実践のように子ども学校と地域との双方向の情報交換を今後も継続的にしていくことが，子どもの安全を守るのに大切なことであると考える。
(２)課題
　○ゲストティーチャーのアドバイスの中で，例えば「交差点の前では止まった方がいい。」といったときに，なぜ止まった方がいいのか，止まるためにはどうしたらよいのかといったことをもっと深く考えらせる必要があった。
　○防災のグループに入ったゲストティーチャーはアドバイスに悩んでいた。大人でも地震や災害の際にどのように動いたらよいかなかなかわからない。大人も一緒に考えて行くような課題であった。消防団などの方をゲストティーチャーに招くこともよいのではないか。
○各グループが調べたことを今後どのように共有化するかが大切である。
　


10　おわりに
この活動の後，子どもが「物語」として予想した危険が現実的に起こった事例が二つあった。
　一つ目は，１班が予想した大雨による土砂崩れと洪水である。台風１５号の接近により，羽黒地区も大雨と増水がみられた。大きな土砂崩れにはならなかったが，通学路は川のようになった。子どもは休校だったが，保護者の中には消防団員がおり，土嚢を作ったり，学校へ避難所になる場合の設備の確認をしに来たりしたことを知っていた。
　二つ目は４班の予想した湯村団地のそばの「不審者」である。実際に「不審者」が出没し，学校でも注意を呼びかけた。ここ数年，羽黒地区で「不審者」の情報がなかったため，子どもはびっくりした様子で「わたしたちの作った『物語』そっくりだね。」「やっぱり気をつけた方がいいよね。」などと話をしていた。
　また，この活動で関わったゲストティーチャーの方々には，子どもが学んだこと，考えたことを生かしていただけることもできた。PTA安全委員会の人たちは，子どもがとりあげた危険箇所を実際に様子を見に行き，今年度の安全マップの中に取り込む計画である。
ふれあいパトロールの方も「子どもがこんなに考えてるんだから，大人も動かなきゃな。」と話していた。子どもが予想し，実際に「不審者」が出没した湯村団地周辺では，PTAが市に働きかけ，団地周辺の空き地の草刈りを行い，見通しを良くしていただいた。
このように子どもは自分たちの提案が一部形を変えながら，大人たちに取り上げられていく様子を見ることができた。
　今後は，今回の学びを羽黒地区にとどまらず，子どもが他の地域や場所にも応用して考えることができるようにするとともに，発達段階や子どもの生活範囲の変化に応じた活動を考えていきたい。
　事例１


日曜日の朝，Ａさんは自転車に乗って，友だちの家に遊びに行く途中だった。家を出発してすぐのところに，片側１車線の県道があり， 目的地に行くには，この道路を横断する必要があった。いつも通行している場所であったが，Ａさんは早く友だちの家に着きたかったため， 左右を確かめずに道路を横断しようとした。 ちょうどそのとき，Ｂさんが運転する乗用車が交差点に接近してきた。 Ｂさんは，Ａさんの自転車が来ていることがわかったが，ぶつからないようにすることはできなかった。乗用車と自転車はぶつかり， Ａさんは頭に大けがをした。





子どもに紹介した学区周辺で起こった具体的事例。他に防犯，防災の事例も紹介した。





１班…「きぼうの家」の周りの土砂崩れ（防災）　２班…「北西中のそばの五叉路」（交通安全）


３班…「美里のそばの寂しい道」（防犯）　　　 ４班…「湯村団地のそば」（防犯）


５班…「水道道の五叉路」（交通安全）　　　　 ６班…「のぐち理容室のそばの道」（防犯）


７班…「大宮神社で遊んでいたら」（防災）　　 ８班…「千代田霊園の入り口の交差点」（交通安全）





▲大型の安全マップ。ベースはPTA安全委員会が作成したもの。





▲団地のそばで「不審者」会った場合のことを劇にした。





▲「不審者「に会った状況を紙芝居にして友だちに伝えた。この後，どういう対応をしたらよいかをクイズにして出した。





▲地震の時にどうしたらよいかを段ボールの模型を作って説明した。





▲自転車の制動距離について，どれくらい手前で止まればいいかをクイズにして出した。





▲子どもへのゲストティーチャーからの返事





▲第三次終了後に出したお礼の手紙
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